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う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ア
開
催

　

雨
で
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
入
園
無
料
と

な
っ
た
こ
の
日
は
島
内
外
か
ら
約

７
４
０
０
人
が
訪
れ
て
、
開
園
か

ら
大
勢
の
来
園
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

先
日
、淡
路
島
市
長
会
と
し
て
、県

議
会
議
員
同
席
の
も
と
、井
戸
知
事

及
び
県
の
幹
部
職
員
の
方
々
に
平
成

24
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
県
政
へ

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
に
お
け
る
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
。特
に
、防
災
対
策
に
つ
い
て

は
早
急
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
津

波
対
策
と
し
て
、避
難
路
及
び
一
時
避

難
場
所
の
整
備
や
避
難
路
確
保
の
た

め
の
民
家
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
、

空
家
の
解
体
・
撤
去
、避
難
路
の
太
陽

光
発
電
バ
ッ
テ
リ
ー
式
街
灯
の
設
置
、

本
庄
川
・
塩
屋
川
の
津
波
遡
上
対
策
、

福
良
湾
口
津
波
対
策
、阿
万
港
津
波
・

越
波
対
策
な
ど
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、県
道
阿
万
福
良
湊
線
に
お
け
る

津
井
・
湊
登
立
地
区
の
通
行
危
険
区

間
の
解
消
や
慶
野
・
阿
那
賀
の
海
岸

侵
食
対
策
、湊
地
区
か
ら
阿
那
賀
地

区
の
越
波
・
消
波
対
策
な
ど
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、三
原
川
水
系
河
川
整
備
計
画

に
基
づ
い
た
低
地
対
策
や
緊
急
に
整
備

が
必
要
な
市
内
各
所
の
河
川
改
修
な

ど
数
多
く
の
案
件
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、産
業
振
興
、定
住
対
策
と
し

て
、神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
通
行

料
の
低
減
化
や
明
石
海
峡
大
橋
・
大

鳴
門
橋
の
無
料
化
に
つ
い
て
お
願
い

し
、沼
島
離
島
航
路
に
対
す
る
支
援

を
要
請
し
ま
し
た
。有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
対
策
の
強
化
や
畦
畔

コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
へ
の
補
助
、少
子

対
策
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
、学

童
保
育
に
対
す
る
補
助
制
度
の
充
実

な
ど
も
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、英
断
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
淡
路
島
食

の
拠
点
施
設
整
備
や
大
学
学
部
の
誘

致
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
、若
人
の

広
場
の
公
園
整
備
な
ど
大
型
事
業
に

つ
い
て
は
、淡
路
島
の
重
要
な
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、強
力
な
知
事
の
ご
指

導
ご
英
断
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で
、可

能
性
も
大
き
く
広
が
っ
て
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
着

実
に
積
み
重
ね
、丁
寧
で
粘
り
強
い
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
各
種
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
、ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

県
知
事
に
対
し
て
県
政
へ
の
要
望

市政ひろば

　
「
御み
け
つ
く
に

食
国
」
淡
路
島
の
食
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
食
の
島
〝
あ
わ

じ
〞
う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ア
」
が
、

11
月
6
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
ビ
ー
フ
、
淡
路
島
３
年
と

ら
ふ
ぐ
、
ア
オ
リ
イ
カ
、
沼
島
の

ア
ジ
や
エ
ビ
、
牛
乳
な
ど
の
振
る

舞
い
に
は
長
い
行
列
が
で
き
、
島

の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
わ
じ
島

バ
ー
ガ
ー
」「
淡
路
島
牛
丼
」「
淡

路
島
ぬ
ー
ど
る
」
や
、
素
麺
、
地

酒
、
野
菜
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
販

売
す
る
71
の
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の

人
が
並
び
、
食
材
や
特
産
品
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
淡
路
県
民
局

や
各
種
団
体
な
ど
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
主
催
し
て
今
年
で
３
回

目
と
な
る
催
し
で
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
表
彰
を
受
け
る

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
と
同
委
員

会
の
平
野
利
次
委
員
長
が
、
４
月

　

東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、

市
の
総
合
防
災
訓
練
が
10
月
23
日

に
行
わ
れ
、
阿
万
小
学
校
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
市
内
各
自
治
会
の
公

会
堂
や
集
会
所
等
で
の
自
主
防
災

訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
島
３
市
一
斉
で

の
防
災
訓
練
と
し
て
、
地
震
と
津

波
に
備
え
、い
ざ
と
い
う
時
に「
自

分
が
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
」、

「
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
安

全
性
は
ど
う
か
」
な
ど
を
確
認
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
、
関
係

機
関
の
連
携
強
化
と
地
域
防
災
力

の
向
上
を
め
ざ
し
て
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
！

東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
！

　

訓
練
で
は
、
午
前
８
時
か
ら
警

報
と
と
も
に
、
10
月
に
整
備
さ
れ

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
J

ア
ラ
ー
ト
」
の
試
験
放
送
を
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
の
音
声
告
知
放
送
と
連
携

し
て
放
送
。サ
イ
レ
ン
、防
災
ネ
ッ

ト
等
で
の
広
報
活
動
や
、
衛
星

携
帯
電
話
を
使
用
し
て
の
通
信
訓

練
、
福
良
港
と
湊
港
で
の
水
門
閉

鎖
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
万
小
学
校
で
は
、
周
辺
住
民

約
２
０
０
人
が
体
育
館
に
集
ま

り
、
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
に

よ
る
防
災
学
習
を
受
け
た
後
、
巨

大
津
波
に
対
す
る
２
段
階
の
避
難

訓
練
と
し
て
、
体
育
館
か
ら
校
舎

２
階
へ
避
難
す
る
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
校
庭
で
は
、

火
災
の
煙
体
験
や
防
災
機
材
の
操

作
体
験
、
救
命
講
習
や
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
が
、
自

治
会
、
消
防
団
、
警
察
な
ど
の
協

力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
震
災
で
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
自

助
、「
地
域
の
命
は
地
域
で
守
る
」

共
助
、「
公
的
機
関
が
守
る
」
公

助
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
災
害
対
応

力
を
高
め
て
、
連
携
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
確

認
す
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

▲火災の煙体験をする訓練参加者（阿万小学校運動場）

▲地震・津波のしくみや防災について
の学習に聞き入る参加者

▲女性消防団なでしこ分団による救命講習

技
能
功
労
者
表
彰

喜
田　
　

進（
阿
那
賀
、電
気
工
事
士
）

園
部　

謹
次
（
福
良
、素
麺
製
造
工
）

堀
田　

泰
治
（
八
木
、
鉄
工
）

北
脇　
　

勝
（
倭
文
、
鉄
工
）

登
里　

康
生
（
津
井
、
瓦
製
造
工
）

鴻
原　
　

實
（
阿
那
賀
、瓦
製
造
工
）

坂
部　

明
男
（
阿
万
、
瓦
製
造
工
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
17
人
の
功

績
を
讃
え
11
月
23
日
、「
南
あ
わ
じ

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」
が
三
原

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

秦　
　
　

清
（
榎
列
、
造
園
師
）

秦　
　
　

茂
（
灘
、
大
工
）

安
田　
　

譽
（
神
代
、
大
工
）

近
江　

喜
男
（
倭
文
、
左
官
）

岡
本　

定
夫
（
湊
、
建
具
工
）

榎
本　

和
馬
（
阿
万
、
建
具
工
）

林　
　

政
夫（
北
阿
万
、自
動
車
整
備
士
）

畑
田　
　

弘（
神
代
、自
動
車
整
備
士
）

清
水　

一
雄
（
湊
、
自
動
車
整
備
士
）

馬
部　
　

徹
（
湊
、
電
気
工
事
士
）

10
日
に
実
施
さ
れ
た
兵
庫
県
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
そ
の
管
理
執

行
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
11
月
７

日
に
兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
市
選
挙

管
理
委
員
会
は
開
票
時
間
の
短
縮

に
取
り
組
み
、
全
国
６
４
３
市

区
の
う
ち
効
率
性
ラ
ン
キ
ン
グ
10

位
、
所
要
時
間
ラ
ン
キ
ン
グ
17
位

（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
調
べ
）
と
な
り
ま
し
た
。

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   （11月１６ 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 398件 54,009,719円

市外（島内） 53件 7,301,000円

市外（島外） 241件 29,314,940円

合計 692件 90,625,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

絵
本
寄
贈

　

淡
路
郵
便
局
長
会
は
数
多
く
の

福
祉
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

の
度
、
市
の
子
育
て
支
援
に
対
し

て
市
内
郵
便
局
か
ら
絵
本
40
冊
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本
は
緑
庁

舎
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
と
子
育
て

学
習
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
用
し

ま
す
。

▲瓦でできた技能功労者表彰。受賞
者全員に手渡されました

▲表彰を受ける平野委員長（右）

▲加藤正隆賀集郵便局長から
中田市長へ目録が贈呈されました
（11月21日）

▲子供からお年寄りまで参加した防
災訓練（消火器での初期消火訓練）

▲旬のアオリイカの刺身や天ぷら、沼島のアジのた
たきとパチエビの塩ゆで、淡路ビーフの焼き肉▲会場は、島内外から多くの人で賑わいました

▲その場で焼かれて振る舞われた「淡路ビーフ
の焼き肉」




